
【第 4回一色尚次賞公募資料】 

一色尚次賞選考基準 

１．授与対象 

スターリングエンジンの普及や製品開発、発明・技術開発に卓越した成果・功績を

上げた個人、団体、製品を対象とする。 

授与対象は国内に限定しない。 

２．選考対象  

 ①製品開発・普及に関する成果・功績 

  ・市場開拓・用途開発やビジネスモデル開発に対する貢献・功績。 

  ・量産エンジンの開発・・・但し、販売成果を伴うこと。 

  ・社会にインパクトを与え、高い評価を受けた製品（＝商品）の開発。 

  ・スターリングエンジンの普及に顕著な実績・成果を挙げた活動。 

 ②発明・技術開発に関する成果・功績 

  ・スターリングエンジンのイノベーションに貢献した発明・技術開発・研究成果。 

・量産化に貢献した技術開発。 

 ③上記に拘わらず選考委員会が本賞の趣旨に値すると評価するもの。 

３．選考方法 

 ・受賞候補の調査は選考委員会のもとに調査スタッフを置き、選考委員会がノミネートする

と共に、埋もれた成果を発掘するための公募を行う。 

 ・受賞対象の決定方法は、選考委員の２/３以上の賛成を得るものとする。 

４．表彰 

 ①本賞と奨励賞とする。 

 ・本賞：「一色尚次賞」。 

 ・奨励賞：「一色尚次賞 奨励賞」   

 ②表彰は、賞状および楯とする。 

 

平成２５年１２月１日制定 

特定非営利活動法人 日本スターリングエンジン普及協会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一色賞尚次選考委員会名簿 

委員長 濱口 和洋 (明星大教授) 

委 員 香川 澄 (防衛大教授) 

一色 正男 (神奈川工科大教授) 

遠藤 順一（神奈川工科大学名誉教授） 

山名 康弘 (ジャーナリスト) 

松尾 政弘 (埼玉大学名誉教授) 

秋葉 武志 (特定非営利活動法人スターリングエンジン普及協会副理事長) 

鈴木 年雄 (特定非営利活動法人スターリングエンジン普及協会顧問) 

事務局  江川 正 (特定非営利活動法人スターリングエンジン普及協会理事) 


